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＜論 説＞
「民具からの歴史学」への３０年



















































































































































































































































































































































































































































































































































重量比 １ １．１３ ２．０６
犂床面積比 １ １．９０ ５．００












































































































































































































































































































36 商 経 論 叢 第４５巻第４号（２０１０．３）
左図のように耙を短くして尻枷とすれば牛をはめ込むスペースを確保でき，牛を中心軸上に置き
ながら一頭引き犂をつなぐことができる。この尻枷の開発は二頭引き犂を一頭引き化する過程で
直面した難問を見事にクリアしたもので，漢族の工夫の冴えを示すものである。この尻枷は日本
にも長床犂にともなって導入され各地を席巻したが，東南アジアにも広がってアジアの犂耕を支
えていくことになる。
朝鮮半島の幅木法 e図は，朝鮮半島の一頭引き牽引法の成立を追ったもので，左図のように二
頭引き首木を半分にしたのが「首かせ付き首木」で，首木に引綱を付けて犂につなぐと，左右の
引綱が牛の腰を擦ることになるので，首木は長くして幅を稼ぎ引綱も長くなる。それでも擦るの
で後ろの部分で幅を持たせようと４０cm前後の「幅木」を噛ませたのが右図で，それでも引綱
は長めなので田の端で牛を転回させるときに引綱が垂れて牛の後肢に絡みかねない。引綱が絡む
と牛は振りほどこうと暴れるので鋭い犂先が牛や人を傷つけかねない危険がある。そこで引綱の
弛みを防ぐために「背帯」をかけたのが右図である。「幅木」「背帯」は新たな学術用語として提
起したものであるが，朝鮮半島では本格的な尻枷には至らないまま幅木の段階で固定してしまっ
て，その後は牛の引綱はこんなものという固定観念が定着して，同じ形で更新を繰り返しつつ
２０世紀にいたったものと考えられる。
中国・朝鮮半島は同時並行 以上の中国と朝鮮半島での一頭引き牽引法の開発は日本の古墳時代
に進行したが，首木も形態が異なり中国発の尻枷が朝鮮半島には及んでいないことからしても，
中国を朝鮮半島では相互交流のないまま，並行して一頭引き化が進んだことが確認できる。
また中国の一頭引き牽引法は引綱渡し首木・尻枷と床尻を浮き上がりを防ぐ曲轅長床犂の３点
セットで完成を見るが，５世紀に中国江南から馬鍬が導入されたと推定されるにもかかわらず，
この時同時に中国系長床犂が入った形跡がない。このことから５世紀中頃の江南地方ではまだ３
点セットの中国一頭引き犂は普及していなかったものと考えられる。日本に飛来する黄砂が増え
れば中国奥地の砂漠化の進行が窺えるのと同様，文化の下流の日本の状況から資料不足の中国犂
耕史の展開を推測したものである。
二頭引き犂の浮き上がり効果 図示はしなかったが，渡部武論文（１９９１）に紹介された諸錫斌氏
の二頭引き犂では犂体が浮き上がるという指摘を「二頭引き犂の犂体の浮き上がり効果」と名づ
けて動態シミュレーションから分析した。
犂は犂先が土中を進む犂先が土の大きな抵抗を受けるのに対して，犂の高い位置に牛の大きな
牽引力をかけて引くので，犂体には大きな前のめりのモーメントが生じる。一頭引き犂の場合は
牛の首木と犂とは長い引綱で繋がれているので，犂体に強い前のめりのモーメントがかかると牽
引点が下がり，床尻は浮くが犂先は接地したままで犂体全体は浮き上がらず，犂先に掛かる圧力
も減じない。「揺動犂」といわれる引綱のクッション効果が生きて犂自体の浮き上がりを防いで
いるのである。ところが二頭引き犂では犂から斜め上方に伸びた犂轅は二頭の肩にわたした直棒
首木＝犂衡に繋がれており，直棒首木に直接括られているか，そこから縄で吊るされているかを
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